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誰も読もうとしなかった、読まれなかった沖縄の物語は、 

沖縄の人々から我々が鋭く問われている、“今を生きる私たち”の物語。 
 

 

沖 縄 本 土 復 帰 50 年 と な っ た 2022 年 12 月 。沖 縄 在 住 の 若 手 劇 作 家 ・ 兼 島 拓 也 が 書 き 下 ろ

し 、沖 縄 に 出 自 を 持 つ 田 中 麻 衣 子 が 演 出 を 手 掛 け た『 ラ イ カ ム で 待 っ と く 』は 、短 い 上 演 期

間 に も 関 わ ら ず 、 観 客 に 大 き な 衝 撃 を 与 え ま し た 。 ま た 第 30 回 読 売 演 劇 大 賞 優 秀 作 品 賞 受

賞 、第 26 回 鶴 屋 南 北 戯 曲 賞 ノ ミ ネ ー ト 、第 67 回 岸 田 國 士 戯 曲 賞 最 終 候 補 作 に 選 ば れ る な ど

話 題 を 呼 び ま し た 。  

 

こ の 作 品 は 、 ア メ リ カ 占 領 下 の 沖 縄 で 起 こ っ た 1964 年 の 米 兵 殺 傷 事 件 を 基 に 書 か れ た ノ

ン フ ィ ク シ ョ ン「 逆 転 」（ 伊 佐 千 尋 著 、新 潮 社・岩 波 書 店 刊 ）に 着 想 を 得 て 創 作 さ れ ま し た 。

当 時 の 資 料 を 調 査 す る と と も に 、現 代 を 生 き る 東 京 の 若 者 た ち 、基 地 問 題 の 専 門 家 、同 じ 基

地 の 町 ・ 横 須 賀 に 暮 ら す 人 た ち な ど に ヒ ア リ ン グ も 実 施 し な が ら 、 田 中 と 推 敲 を 重 ね 、 1 年

の 歳 月 を か け て 兼 島 が 書 き 上 げ ま し た 。  

 

本 作 に は 、米 軍 基 地 が 身 近 に あ る 環 境 で 生 ま れ 育 ち 、現 在 も 基 地 と 生 活 が 隣 接 し て い る 中

で 活 動 を 続 け る 兼 島 の 、「 沖 縄 は 日 本 の バ ッ ク ヤ ー ド で は な い の か 」「 沖 縄 の 犠 牲 の 上 に 成 り

立 っ て い る 日 本 と い う 国 」と い う 想 い が 織 り 込 ま れ て い ま す 。沖 縄 の 過 去 と 現 在 と 未 来 が 交

錯 す る 軽 快 な ミ ス テ リ ー タ ッ チ の 物 語 の 中 で 、私 た ち は 知 ら ぬ 間 に 沖 縄 の 複 雑 性 や こ の 国 の

在 り 方 を 直 視 さ せ ら れ る の で す 。  

 

田 中 麻 衣 子 の 演 出 は 、内 地 の 人 間 が 今 ま で 知 ら ず に 生 き て き て し ま っ た 、見 な い ふ り を し

て き て し ま っ た こ の 物 語 、解 決 し て 終 わ る 問 題 で は な い 、や る せ な さ や あ き ら め 、ど う し よ

う も な い 状 況 、そ の あ り の ま ま を 舞 台 上 に 乗 せ 、私 た ち に 突 き つ け ま す 。目 ま ぐ る し く 展 開

す る 舞 台 の 中 で 、わ け の わ か ら な い ま ま 事 態 に 巻 き 込 ま れ て い く 内 地 か ら 来 た 主 人 公・浅 野

を 中 心 に 、一 見 優 し く「 寄 り 添 う 」か ら こ そ の 無 責 任 さ を じ わ じ わ と 感 じ さ せ 、見 終 え た 後

に 考 え さ せ ら れ る 作 品 に 創 り 上 げ ま し た 。  

 

沖 縄 で 生 ま れ 育 っ た 兼 島 だ か ら こ そ 書 け る 視 点 と 、そ の 本 質 を 丁 寧 に 演 出 し た 田 中 に よ る 、

こ れ ま で 誰 も 読 も う と し な か っ た 、読 ま れ な か っ た 沖 縄 の 物 語 は 、沖 縄 の 人 々 か ら 我 々 が 鋭

く 問 わ れ て い る 、 今 を 生 き る 私 た ち の 物 語 な の で す 。  

 

初 演 時 に は 、出 演 す る 俳 優 の 半 数 が 沖 縄 出 身 と い う こ と へ も 多 く の 評 価 の 声 が 寄 せ ら れ ま

し た 。俳 優 た ち の 発 す る 言 葉 の 一 つ 一 つ が 観 客 を 物 語 の 世 界 へ 引 き 込 ん で い き ま し た 。今 回

も ベ テ ラ ン の あ め く み ち こ を は じ め と す る 蔵 下 穂 波 、神 田 青 と い っ た 沖 縄 出 身 の 俳 優 陣 、前

田 一 世 、小 川 ゲ ン 、魏 涼 子 と い っ た 素 晴 ら し い 俳 優 陣 が 続 投 し ま す 。さ ら に 阿 佐 ヶ 谷 ス パ イ

ダ ー ス の オ リ ジ ナ ル メ ン バ ー と し て 数 々 の 舞 台 で 存 在 感 を 発 揮 す る 中 山 祐 一 朗 、沖 縄 出 身 で

多 く の ド ラ マ や 映 画 で 活 躍 目 覚 ま し い 佐 久 本 宝 が 新 た に 座 組 に 加 わ り ま す 。  



 

 

 

 
 

作 家 ・ 演 出 家 プ ロ フ ィ ー ル ／ コ メ ン ト                                                                                  

作 ： 兼 島 拓 也 （ か ね し ま ・ た く や ）  

1989 年 、 沖 縄 県 沖 縄 市 出 身 。  

2013 年 に 演 劇 グ ル ー プ「 チ ョ コ 泥 棒 」を 結 成 し 、脚 本 と 演 出 を 担 当 。沖 縄

の 若 者 言 葉 を 用 い た 会 話 劇 を 得 意 と し 、 コ メ デ ィ や ミ ス テ リ を 軸 と し た オ

リ ジ ナ ル 脚 本 の 上 演 を 行 う 。 ま た 、 琉 球 舞 踊 家 と の 演 劇 ユ ニ ッ ト 「 玉 ど ろ

ぼ う 」 と し て も 活 動 す る 。  

脚 本 を 担 当 し た オ ー デ ィ オ ド ラ マ 『 ふ し ぎ の 国 の ハ イ サ イ 食 堂 』（ NHK・

2021 年 ） で 第 31 回 オ ー デ ィ オ ド ラ マ 奨 励 賞 入 選 。『 Folklore（ フ ォ ー ク ロ

ア ）』（ 2018 年 ）で 第 14 回 お き な わ 文 学 賞 シ ナ リ オ・戯 曲 部 門 一 席 を 受 賞 。  

『 ラ イ カ ム で 待 っ と く 』 が 第 30 回 読 売 演 劇 大 賞 優 秀 作 品 賞 を 受 賞 、 第 26

回 鶴 屋 南 北 戯 曲 賞 お よ び 第 67 回 岸 田 國 士 戯 曲 賞 で 最 終 候 補 と な る 。  

 

こ の 作 品 を 再 演 す る こ と が で き 、 と て も 光 栄 で す 。 初 演 か ら 2 年 、 ウ ク ラ イ ナ で の 悲 劇 は 未 だ 収 束

せ ず 、 あ ら た に ガ ザ 地 区 で も 見 る に 堪 え な い 事 態 が 勃 発 し 、 心 が 苦 し く な る ば か り で す 。 私 が 住 む

こ こ 沖 縄 は 、 相 変 わ ら ず 「 決 ま り 」 が 覆 る こ と も な く 、 粛 々 と 、 そ し て 堂 々 と 、 物 事 は 進 ん で い き

ま す 。 先 日 屋 久 島 沖 で オ ス プ レ イ が 墜 落 し た 後 、 同 じ 機 体 た ち は １ 週 間 ほ ど 何 事 も な く 飛 び 続 け 、

休 憩 に 入 り ま し た 。 こ の 文 章 が 公 開 さ れ る 頃 に は 、 優 雅 に 、 気 持 ち よ く 飛 び 回 っ て い る で し ょ う 。

本 土 復 帰 50 年 と い う お 祭 り も 終 わ り 、変 わ ら ず 嫌 な 方 へ と 変 わ り 続 け る 世 界 の 中 に 、こ の 作 品 が 何

か し ら の 影 響 を も た ら し て く れ た ら と 願 い ま す が 、 ま あ 、 ど う な ん で し ょ う 。  

 

演 出 ： 田 中 麻 衣 子 （ た な か ・ ま い こ ）  

兵 庫 県 宝 塚 市 生 ま れ 。 日 本 大 学 芸 術 学 部 演 劇 学 科 卒 業 。  

主 な 演 出 作 品 に『 か け が え の な い 日 々 ー 冷 蔵 庫 の う え の 人 生 』『 君 は 即 ち 春 を

吸 ひ こ ん だ の だ 』『 ロ ー ズ の ジ レ ン マ 』『 Shakespere ’s R&J』『 Ordinary  Days』

『 A New Musical  ゆ び さ き と 恋 々 』『 怪 物 ／ The Monster』『 ど う ぶ つ 会 議 』『 血

の 婚 礼 』『 胎 内 』『 罪 と 罰 』 他 。  

2014 年 文 化 庁 新 進 芸 術 家 海 外 派 遣 制 度 で ロ ン ド ン に て 研 修 。Théâtre MUIBO

主 宰 。  

 

 

 

沖 縄 本 土 復 帰 ５ ０ 年 の 冬 に 上 演 し た『 ラ イ カ ム 〜 』の 再 演 で す 。兼 島 さ ん の セ リ フ を 先 頭 に 、皆 で 、

一 層 、 熱 気 を 帯 び た も の に し た い と 思 っ て い ま す 。 歌 っ て 踊 っ て お 酒 を 飲 ん で 三 線 弾 い て 、 集 ま っ

て お し ゃ べ り す る こ と が 大 好 き な 登 場 人 物 た ち を 、 ぜ ひ 観 に 来 て く だ さ い 。 沖 縄 と 神 奈 川 、 1964 年

と 2024 年 、 あ っ ち 側 と こ っ ち 側 、 突 き つ け ら れ る 現 実 を 、 劇 場 で 体 感 し て く だ さ い 。  

 

 



 

 

 

 

登 場 人 物                                                   

浅 野 悠 一 郎  ： 中 山 祐 一 朗  

藤 井 秀 太  ： 前 田 一 世  

浅 野 知 華  ： 魏 涼 子  

伊 礼 ち え  ： 蔵 下 穂 波   

運 転 手  ： 佐 久 本 宝  

金 城  ： あ め く み ち こ   

佐 久 本 寛 二  ： 佐 久 本 宝  

嘉 数 重 盛  ： 神 田 青  

平 豊 久  ： 小 川 ゲ ン  

佐 久 本 雄 信  ： 前 田 一 世  

大 城 多 江 子  ： あ め く み ち こ  

栄 麻 美 子  ： 蔵 下 穂 波  

 

あらすじ                                               

雑 誌 記 者 の 浅 野 は 、 60 年 前 の 沖 縄 で 起 き た 米 兵 殺 傷 事 件 に つ い て 調 べ る こ と に な っ た の だ が 、 実 は

そ の 容 疑 者 が 自 分 の 妻 の 祖 父 ・ 佐 久 本 だ っ た こ と を 知 る 。 調 査 を 進 め な が ら 記 事 を 書 く う ち 、 浅 野

は 次 第 に 沖 縄 の 過 去 と 現 在 が 渾 然 と な っ た 不 可 解 な 状 況 下 に 誘 い ざ な わ れ 、「 沖 縄 の 物 語 」 が 育 ん で

き た 「 決 ま り 」 の 中 に 自 分 自 身 も 飲 み 込 ま れ て い く … … 。  

 

「ライカム」とは 

か つ て 沖 縄 本 島 中 部 の 北 中 城 村 比 嘉 地 区 に 置 か れ て い た 琉 球 米 軍 司 令 部（ Ryukyu Command Headquarters）

の 略 。現 在「 ラ イ カ ム 」は 地 名 と し て 残 っ て い る 。司 令 部 が あ っ た 近 辺 の 米 軍 関 係 者 専 用 の ゴ ル フ 場 の 跡 地 に は 、

2015 年 「 イ オ ン モ ー ル 沖 縄 ラ イ カ ム 」 が オ ー プ ン 。 地 元 民 の み な ら ず 県 外 か ら の 観 光 客 も 多 く 訪 れ る 場 所 に な

っ て い る 。  
 

 

「米兵殺傷事件 」とは 

1964 年 8 月 16 日 未 明 、宜 野 湾 市 普 天 間 の 飲 食 街 周 辺 で 、米 兵 ２ 人 と 数 人 の 沖 縄 人 が 乱 闘 し 、米 兵 １ 人 が 死 亡 、

１ 人 が 重 傷 を 負 っ た 。 沖 縄 青 年 4 人 （ 2 人 は 徳 之 島 出 身 ） が 普 天 間 地 区 警 察 署 に 逮 捕 さ れ 、 傷 害 致 死 罪 で 米 国 民

政 府 裁 判 所 に 起 訴 さ れ た 。 事 件 は 陪 審 に 付 さ れ た 。  

沖 縄 人 に 重 罪 を 課 そ う と す る 米 国 人 ら が 陪 審 員 の 多 数 を 占 め 、評 議 は ４ 人 に 不 利 な 流 れ と な っ た が 、無 罪 を 主

張 す る 沖 縄 人 陪 審 員 ・ 伊 佐 千 尋 の 粘 り 強 い 説 得 で 形 勢 は 逆 転 し 、傷 害 致 死 罪 に つ い て は 無 罪 、傷 害 罪 で は 有 罪 の

評 決 に 至 っ た 。 し か し 、 同 年 11 月 の 判 決 で は 3 人 に 懲 役 3 年 の 実 刑 （ 1 人 は 猶 予 刑 ） と い う 初 犯 と し て は 重 い

量 刑 が 下 っ た 。  

殺 傷 事 件 と 沖 縄 住 民 へ の 差 別 意 識 が 渦 巻 く 陪 審 評 議 、そ の 後 の 判 決 は 米 統 治 下 に 置 か れ た 沖 縄 の 過 酷 な 現 実 を

浮 き 彫 り に し て い る 。  

   

 



 

 

 

 

出 演 者 プ ロ フ ィ ー ル                             

                            

中 山 祐 一 朗 （ な か や ま ・ ゆ う い ち ろ う ）  

1998 年 に  阿 佐 ヶ 谷 ス パ イ ダ ー ス の 第 3 回 公 演 に 参 加 。 以 降 、 メ ン バ ー と し

て ほ ぼ 全 て の 公 演 に 関 わ る 一 方 、 プ ロ デ ュ ー ス 公 演 や 映 像 作 品 な ど 幅 広 く 活

躍 す る 。 近 年 の 主 な 出 演 作 品 に 【 舞 台 】『 僕 の フ レ ン チ  -special menu-』 (構

成 ・ 台 本 ・ 演 出 ： 高 泉 淳 子 )、 阿 佐 ヶ 谷 ス パ イ ダ ー ス 『 ジ ャ イ ア ン ツ 』（ 作 ・

演 出：長 塚 圭 史 ）、『 よ う こ そ 、ミ ナ ト 先 生 』（ 演 出・宮 田 慶 子 ）、CHAiroiPLIN お

ど る 落 語 『 あ た ま 山 』（ 振 付 ・ 構 成 ・ 演 出 ： ス ズ キ 拓 朗 ）、『 ア ル ト ゥ ロ ・ ウ イ

の 興 隆 』（ 演 出 ： 白 井 晃 ）、『 物 理 学 者 た ち 』（ 演 出 ： ノ ゾ エ 征 爾 ）、 椿 組 『 貫 く

閃 光 、 彼 方 へ 』（ 演 出 ： 高 橋 正 徳 ）、【 ド ラ マ 】  「 警 部 補 ダ イ マ ジ ン 」（ EX）、 星 新 一 の 不 思 議 な 不 思

議 な 短 編 ド ラ マ 「 も て な し 」（ NHK）、「 遺 留 捜 査 」（ EX） な ど が あ る 。  

 
 

前 田 一 世 （ ま え だ ・ い っ せ い ）  

大 阪 府 出 身 。獨 協 大 学 外 国 語 学 部 ド イ ツ 語 学 科 卒 業 。2005 年 新 国 立 劇 場 演 劇

研 修 所 に 入 所 し 、 08 年 同 研 修 所 終 了 。 主 な 出 演 作 に 、【 舞 台 】『 エ レ フ ァ ン ト

マ ン 』（ 森 新 太 郎 演 出 ）、『 悪 霊 』（ 松 森 望 宏 演 出 ）、 こ ま つ 座 『 ど う ぶ つ 会 議 』

(田 中 麻 衣 子 演 出 )、『 MOTHER-君 わ ら ひ た ま う こ と な か れ 』（ 演 出 ： 宮 田 慶

子 ）、『 の っ ぽ の 古 時 計 』『 真 夏 の 夜 の 夢 』（ 演 出 ： 河 田 園 子 ）、『 piaf』『 日 本 人

の へ そ 』『 あ わ れ 彼 女 は 娼 婦 』『 も と の 黙 阿 弥 』『 マ ニ ラ 瑞 樹 記 』『 オ セ ロ ー 』

『 太 陽 に 灼 か れ て 』『 カ エ サ ル 』（ 演 出 ： 栗 山 民 也 ）、『 ボ ビ ー ・ フ ィ ッ シ ャ ー

は パ サ デ ナ に 住 ん で い る 』（ 演 出 ： 上 村 総 史 ） な ど 。ア ニ メ 、 洋 画 、海 外 ド ラ

マ の 吹 き 替 え も 多 数 手 が け て い る 。  

 
 

佐 久 本 宝 （ さ く も と ・ た か ら ）  

1998 年 、沖 縄 県 出 身 。沖 縄 県 う る ま 市 に て 中 高 生 が 演 じ る 舞 台 ・ 現 代 版 組 踊

『 肝 高 の 阿 麻 和 利 』（ 企 画 制 作 ： あ ま わ り 浪 漫 の 会 ）の 七 代 目 阿 麻 和 利 役 を 演

じ る 。ま た 、映 画「 怒 り 」で 1200 人 の オ ー デ ィ シ ョ ン を 勝 ち 抜 き 映 画 初 出 演

を し 、第 40 回 日 本 ア カ デ ミ ー 賞 新 人 俳 優 賞 を 受 賞 。主 な 出 演 作 に【 映 画 】「 凪

待 ち 」（ 監 督 ： 白 石 和 彌 ）、「 悪 の 華 」（ 監 督 ： 井 口 昇 ）、「 冬 薔 薇 」「 ラ ー ゲ リ よ

り 愛 を 込 め て 」、【 ド ラ マ 】「 3 年 A 組 -今 か ら 皆 さ ん は 、 人 質 で す -」（ NTV）、

連 続 テ レ ビ 小 説「 エ ー ル 」（ NHK）「 Ｄ Ｉ Ｖ Ｅ ！ ！ 」（ TX）、「 未 来 へ の 10 カ ウ

ン ト 」（ EX）、「 幽 ☆ 遊 ☆ 白 書 」 (Netflix)な ど が あ る 。  



 

 

 

 

 

 

蔵 下 穂 波 （ く ら し た ・ ほ な み ）  

2002 年 、 小 学 校 三 年 生 の 時 に 映 画 「 ホ テ ル ・ ハ イ ビ ス カ ス 」 に 主 役 ・ 美 恵 子

役 で ス ク リ ー ン デ ビ ュ ー 。主 な 作 品 に【 映 画 】「 真 夏 の 夜 の 夢 」「 ビ リ ギ ャ ル 」

「 サ ニ ー /32」「 島 守 の 塔 」、【 テ レ ビ 】「 あ ま ち ゃ ん 」「 美 女 と 男 子 」「 甲 子 園 と

オ バ ー と 爆 弾 な べ 」「 70 歳 、 初 め て 産 み ま す セ ブ ン テ ィ ウ イ ザ ン 」「 ラ イ オ ン

の お や つ 」「 ふ た り の ウ ル ト ラ マ ン 」「 プ リ ズ ム 」、【 舞 台 】『 出 発 』『 ジ ル ゼ の

事 情 』『 広 島 に 原 爆 を 落 と す 日 』『 寝 盗 ら れ 宗 介 』『 レ テ ィ ス と ラ ベ ッ ジ 』『 近

松 心 中 物 語 』 な ど が あ る 。  

 
 

 

 

 

小 川 ゲ ン （ お が わ ・ げ ん ）  

大 学 在 学 中 に 俳 優 と し て 始 動 。映 像 作 品 を 中 心 に 活 動 す る が 、2015 年 の 舞 台

『 マ ー キ ュ リ ー ・ フ ァ ー 』 (演 出 ： 白 井 晃 )へ の 出 演 を き っ か け に 、 近 年 は 舞

台 作 品 へ も 活 躍 の 場 を 広 げ て い る 。近 年 の 主 な 出 演 作 に 、【 舞 台 】『 NO.9― 不

滅 の 旋 律 — 』 (15・ 18・ 20)、『 春 の め ざ め 』 (17・ 19)、『 ア ル ト ゥ ロ ・ ウ イ の

興 隆 』 (20・ 21)（ 演 出 ： 白 井 晃 )、『 Shakespeare ’s  R&J』 (18／ 演 出 ： 田 中 麻

衣 子 )、『 漂 幻 す る 駝 鳥 』 (23／ 演 出 ： 平 原 慎 太 郎 )、『 パ ー ト タ イ マ ー ・ 秋 子 』

(24／ 演 出 ： 永 井 愛 )、【 映 画 】「 ヴ ァ ニ タ ス 」 (16／ 監 督 ： 内 山 拓 也 )、「 パ ン ク

侍 、 斬 ら れ て 候 」 (18／ 監 督 ： 石 井 岳 龍 )な ど 。  

 

神 田 青 （ か み だ ・ せ い ）  

1988 年 沖 縄 県 う る ま 市 生 ま れ 。四 方 を 基 地 で 囲 ま れ た 地 区 で 生 ま れ 育 ち 、米

軍 基 地 で 働 い た 経 験 も あ る 。 2012 年 ラ オ ス 人 民 民 主 共 和 国 に て 舞 台 制 作 に 2

年 間 従 事 。 2015 年 に 帰 国 。 那 覇 市 『 わ が 街 の 小 劇 場 』 で 多 数 出 演 を 重 ね る 。

2019 年『 ギ 兄 弟 3on3』（ 作・演 出：パ ク フ ァ ナ ム ）で タ イ バ ン コ ク 演 劇 祭 (BTF) 

で 、 Best  International Performance Award 受 賞 。 4 か 国 語 と 海 外 経 験 を 活 か

し タ イ 、フ ィ リ ピ ン な ど 海 外 で も 活 動 。他 に 二 兎 社『 走 り 去 る 人 た ち 』、ミ ュ

ー ジ カ ル『 ジ ョ ン マ イ ラ ブ 』『 霞 色 の ラ イ ラ ッ ク 』 や 、ド ラ マ 「 刑 事 7 人 」 な

ど が あ る 。  

 

 

 

撮影：佐内正史  



 

 

 

 

魏 涼 子 （ ぎ ・ り ょ う こ ）  

大 阪 市 出 身 。 桐 朋 学 園 短 大 演 劇 科 卒 業 後 、 全 日 空 に 客 室 乗 務 員 と し て 入 社 。

そ の 後 、 劇 団 青 年 座 に 入 団 。 94 年 NHK 連 続 テ レ ビ 小 説 「 春 よ 、 来 い 」 で デ

ビ ュ ー 。 主 な 出 演 作 品 に 、【 舞 台 】『 三 文 オ ペ ラ 』『 ほ と と ぎ す ・ ほ と と ぎ す 』

『 金 閣 炎 上 』（ 青 年 座 公 演 ）、『 見 よ 、 飛 行 機 の 高 く 飛 べ る を 』（ 演 出 ： ア ン ト

ワ ー ヌ ・ コ ー ベ ）、『 KITCHEN』（ 演 出 ： 蜷 川 幸 雄 ）、『 ま ほ ろ ば 』『 彼 女 を 笑 う

人 が い て も 』（ 演 出 ： 栗 山 民 也 ）。【 映 画 】「 お も ち ゃ 」（ 監 督 ： 深 作 欣 二 ）、

「 HOKUSAI」（ 監 督 ： 橋 本 一 ）【 テ レ ビ 】「 新 ・ 牡 丹 と 薔 薇 」「 仮 面 ラ イ ダ ー ビ

ル ド 」な ど 。 ま た 声 優 と し て 「 24」「 私 は ラ ブ ・ リ ー ガ ル 」や チ ャ ン ・ ツ ィ イ

ー 、マ リ オ ン ・コ テ ィ ヤ ー ル 、キ ム ・ ジ ョ ン ウ ン な ど の 吹 き 替 え を 担 当 す る な ど 多 数 の 海 外 ド ラ マ ・

映 画 ・ ア ニ メ で 活 躍 し て い る 。  

あ め く み ち こ  

1983 年 、劇 団 東 京 ヴ ォ ー ド ヴ ィ ル シ ョ ー に 入 団 。劇 団 公 演 の み な ら ず 外 部 公

演 、ド ラ マ 、映 画 な ど に も 数 多 く 出 演 し て い る 。第 20 回 読 売 演 劇 大 賞 優 秀 女

優 賞 受 賞 。【 主 な ド ラ マ 】「 警 視 庁 ・ 捜 査 一 課 長 」「 弁 護 士  高 見 沢 響 子 」「 再 捜

査 刑 事 ・ 片 岡 悠 介 」「 カ ー ネ ー シ ョ ン 」「 臨 場 」「 ホ テ ル マ ン 」「 ち む ど ん ど ん 」

な ど に 出 演 。【 主 な 舞 台 】『 た い こ ど ん ど ん 』『 終 わ れ な い 男 た ち 』『 チ ッ ク 』

『 春 の め ざ め 』『 か も め 』『 狸 御 殿 』『 パ パ の デ モ ク ラ シ ー 』『 ア パ ッ チ 砦 の 攻

防 』『 竜 馬 の 妻 と そ の 夫 と 愛 人 』『 焼 肉 ド ラ ゴ ン 』『 三 文 オ ペ ラ 』『 負 傷 者 16 人

-SIXTEEN WOUNDED-』『 願 い が か な う ぐ つ ぐ つ カ ク テ ル 』  

『 INTO THEWOODS』『 ケ ダ モ ノ 』『 浅 草 キ ッ ド 』 に 出 演 。  

 

 

公演概要  

日   時 ： 2024 年 6 月  7 日 （ 金 ） 19:00 開 演  

8 日 （ 土 ） 14:00 開 演 （託児あり。詳細は「アクセシビリティ情報」をご覧ください）  

開   場 ： 各 回 開 演 30 分 前  

上 演 時 間 ： 2 時 間 程 度 （ 休 憩 な し ）  

会   場 ： ロ ー ム シ ア タ ー 京 都  サ ウ ス ホ ー ル  

 

企 画 制 作 ： KAAT 神 奈 川 芸 術 劇 場  

主   催 ： ロ ー ム シ ア タ ー 京 都  （ 公 益 財 団 法 人 京 都 市 音 楽 芸 術 文 化 振 興 財 団 ）、 京 都 市  

助    成 ： 一 般 財 団 法 人 地 域 創 造  
 



 

 

 

 

チケット情報  

全 席 指 定  

一 般  4,000 円  ／  ユ ー ス （ 25 歳 以 下 ）  2,000 円  ／  18 歳 以 下  1,000 円  

※ 未 就 学 児 入 場 不 可 。  

※車椅子席をご希望の方、介助者同伴の方は、下記アクセシビリティ情報をご覧ください。  

※18 歳以下およびユース（25 歳以下）チケットは、公演当日に受付にて年齢が確認できる証明書（学生証、免許証等）をご提示ください。  

 

チ ケ ッ ト 取 り 扱 い ：  

チ ケ ッ ト 先 行 発 売 日 ： 3 月  8 日 （ 金 ）  

※フレンズ会員（オンライン会員）、Club 会員（京都コンサートホール・ロームシアター京都共通の会員制度）・京響友の会会員 

一 般 チ ケ ッ ト 発 売 日 ： ３ 月 15 日 （ 金 ）  

 

・ オ ン ラ イ ン チ ケ ッ ト（ 24 時 間 購 入 可  ※ 要 事 前 登 録 （ 無 料 ）） https://www.s2.e-get.jp/kyoto/pt/  

・ ロ ー ム シ ア タ ー 京 都   チ ケ ッ ト カ ウ ン タ ー  TEL.075-746-3201 

 （ 窓 口 ・ 電 話 と も 10： 00〜 17： 00／ 年 中 無 休  ※ 臨 時 休 館 日 等 に よ り 変 更 の 場 合 あ り ）  

・ 京 都 コ ン サ ー ト ホ ー ル  チ ケ ッ ト カ ウ ン タ ー  TEL.075-711-3231 

（ 窓 口 ・ 電 話 と も 10： 00〜 17： 00／ 第 1・ 3 月 曜 日 休 館  ※ 休 日 の 場 合 は 翌 日 ）  

・ チ ケ ッ ト ぴ あ  http://t.pia.jp  P コ ー ド ： 524-584 

 

お 問 合 せ ： ロ ー ム シ ア タ ー 京 都  チ ケ ッ ト カ ウ ン タ ー  TEL.075-746-3201 
 

アクセシビリティ情報  

＜ き こ え な い ・ き こ え づ ら い お 客 様 へ ＞  

・ ヒ ア リ ン グ ル ー プ  

ヒ ア リ ン グ ル ー プ の 専 用 受 信 機 を ご 利 用 い た だ け ま す 。（ 座 席 位 置 お よ び 台 数 に 限 り あ り ）  

・ ポ ー タ ブ ル 字 幕 機  

ポ ー タ ブ ル 字 幕 機 を ご 利 用 い た だ け ま す 。（ 座 席 位 置 お よ び 台 数 に 限 り あ り ）  

＜ 車 椅 子 で ご 来 場 の お 客 様 へ ＞  

車 椅 子 席 を ご 希 望 の 方 、 介 助 者 同 伴 の 方 は 、 下 記 お 問 合 せ 先 ま で ご 連 絡 く だ さ い 。  

＜ 託 児 サ ー ビ ス に つ い て ＞  

6 月 ８ 日 （ 土 ） 託 児 サ ー ビ ス あ り 。 対 象 年 齢 ： 3 か 月 ~就 学 前  料 金 ： 有 料  1,000 円  /1 公 演 /1 人  

 

上 記 観 劇 サ ポ ー ト の お 問 合 せ ・ お 申 込 み  

申 込 締 切 ： 5 月 31 日 （ 金 ）  

TEL.  075-771-6051、 Fax.  075-746-3366、 Email.  accessibi li ty@rohmtheatrekyoto.jp  

メ ー ル で の お 申 し 込 み は 、 件 名 「 公 演 名 ・ ア ク セ シ ビ リ テ ィ 」、 本 文 「 お 名 前 ・ 連 絡 先 ・ 観 覧 日 ・ 希 望 す る サ ポ

ー ト ・ 利 用 人 数 ・ 介 助 者 の 有 無 」 を 記 入 の う え 、 accessib i l i ty@rohmtheatrekyoto.jp  ま で お 送 り く だ さ い 。  
 

他地域での公演  

【 神 奈 川 公 演 】  2024 年 5 月 24 日 （ 金 ） 〜 6 月 2 日 （ 火 ）  

KAAT 神 奈 川 芸 術 劇 場  中 ス タ ジ オ    https://www.kaat.jp/  

【 福 岡 公 演 】   2024 年 6 月 15 日 （ 土 ）   

久 留 米 シ テ ィ プ ラ ザ   久 留 米 座       https://kurumecityplaza.jp/   

【 沖 縄 公 演 】   2024 年 6 月 22 日 （ 土 ） 〜 23 日 （ 日 ）   

那 覇 文 化 芸 術 劇 場 な は ー と  小 劇 場    https://www.nahart.jp  

チ ケ ッ ト 予 約  
購 入 ペ ー ジ  

https://www.s2.e-get.jp/kyoto/pt/
http://t.pia.jp/
mailto:accessibility@rohmtheatrekyoto.jp
https://www.kaat.jp/
https://kurumecityplaza.jp/

